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トリクロルホン（DEP）（CAS no. 52-68-6） 

 

文献信頼性評価結果 

 
示唆された作用 
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○：既存知見から示唆された作用 
－：既存知見から示唆されなかった作用 
*その他：視床下部―下垂体―生殖腺軸への作用等 

 
トリクロルホンの内分泌かく乱作用に関連する報告として、動物試験の報告において、魚類の肝

膵臓への影響を示すこと、試験管内試験の報告において、プロゲステロン産生阻害を示すことが示

唆された。 
 

(１)生態影響 

 Xu ら(2012)によって、トリクロルホン(Shanghai Biochemical Reagent、90%) 500、1,000、2,000、

4,000μg/L (設定濃度)に６ヶ月齢から 30 日間ばく露したヨーロッパブナ(Carassius carassius)へ

の影響が検討されている。その結果として、500μg/L 以上のばく露区で血漿中インスリン濃度

の高値、1,000μg/L 以上のばく露区で血漿中トリグリセリド濃度、肝臓中肝臓中ホルモン感受

性リパーゼ活性の低値、肝臓中トリグリセリド濃度の有意な高値、2,000μg/L 以上のばく露区

で肝臓中 cAMP 濃度の低値、2,000μg/L のばく露区で肝臓中超低比重リポ蛋白質濃度、肝臓中

アポリポ蛋白質 B100 濃度の低値が認められた。 

  想定される作用メカニズム：魚類の肝膵臓への影響 

 

(２)ライディッヒ細胞への影響 

 Hong ら(2007a)によって、トリクロルホン(Shanghai Biochemical Reagent、99.5%) 0.04、0.2、１、

５、25μM(=10.3、51.4、257、1,290、6,440μg/L)の濃度に 24 時間(共存物質がある場合は更に共

存下４時間)ばく露したマウスライディッヒ腫瘍細胞 MLTC-1 への影響が検討されている。そ

の結果として、0.04μM(=10.3μg/L)以上の濃度区で P450scc 蛋白質相対発現量、P450scc mRNA

相対発現量、StAR 蛋白質相対発現量の有意な低値、0.2μM(=51.4μg/L)以上の濃度区で P450scc

比活性(基質として 22R-ヒドロキシコレステロール共存下)、プロゲステロン産生量(ヒト絨毛

性性腺刺激ホルモン共存下、ホルスコリン共存下、又はコレラトキシン共存下)の低値、１

μM(=257μg/L)以上の濃度区でStAR mRNA相対発現量の低値が認められた。なお、生存率、cAMP

産生量(ヒト絨毛性性腺刺激ホルモン共存下)、3β-ヒドロキシステロイドデヒドロゲナーゼ比活

性(基質としてプレグネノロン共存下)には影響は認められなかった。 

  想定される作用メカニズム：プロゲステロン産生阻害 

 

(３)顆粒膜黄体細胞への影響 

 Hong ら(2007b)によって、トリクロルホン(Shanghai Biochemical Reagent、99.5%) １、５、25、

125μM(=257、1,290、6,440、32,200μg/L)の濃度に 24 時間(共存物質がある場合は共存下で 24
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時間)ばく露したヒト顆粒膜黄体細胞 hGLC(一次培養)への影響が検討されている。その結果と

して、１μM(=253μg/L)以上の濃度区で StAR mRNA 相対発現量(卵胞刺激ホルモン 200ng/mL 共

存下)の低値、５μM(=1,290μg/L)以上の濃度区で StAR mRNA 相対発現量(トリクロルホン単独)

の低値、25μM(=6,440μg/L)以上の濃度区でプロゲステロン産生量(トリクロルホン単独、卵胞

刺激ホルモン共存下、又は 8-ブロモ-cAMP 共存下)の低値が認められた。なお、生存率、cAMP

産生量(トリクロルホン単独、卵胞刺激ホルモン共存下)には影響は認められなかった。 

  想定される作用メカニズム：プロゲステロン産生阻害 
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（平成 28 年度第２回 EXTEND2016 化学物質の内分泌かく乱作用に関する検討会 資料１より抜粋） 


